
　

　

◎３つの調査実施

　　６月 圏域独自調査　・・・①
　10月 病床機能報告・外来機能報告･･･②
　10月 ｢地域医療構想調整会議における検討状況等の確認」・・・③

9月末，3月末の検討状況を報告

※令和３年度病床機能報告結果　　令和４年５月下旬　情報還元（県ＨＰ掲載）

①調査 　　　    　　　　◆還元

　　　　◆②R3結果還元 　　　   　　 ②R４報告（+外来機能報告）

◆還元予定 ③調査

R4年4月　　　5　　　 6　　　 7　　　 8　　　 9　　  10　　  11　　 12      1       2      3　　　4        

　　　③調査

川薩・出水保健医療圏地域医療構想に関する現状把握
のための調査について

第２回調整会議において標記調査の
継続実施について検討

メリット
・病院，有床診療所の最新の情報を共有
・病床機能報告ではわからない詳細な病床機能を把握できる（有床診療所の病
床機能の内訳など）

デメリット

・報告ものが多い医療機関にとって負担が大きい
・病床機能報告と報告方法が異なるため提示する数字によって混乱を招くおそ
れがある
（病床機能報告は病棟ごと，有床診療所は１施設１機能の選択となるため）
・協議が複雑になることが予想

病床数・機能転換予定の最新データは ③調査で把握可

病棟単位の稼働率は ②調査で把握可

①調査は実施しない

４年度は調査継続
（病床機能報告の還元状況によって再検討）

令和３年度

令和４年度の状況

新

令和５年度
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直近の　
　許可病床数
　機能別病床数

令和７年７月（予定）　
　
　　機能別病床数

③「地域医療構想調整会議における検討状況の確認」調査


